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 [方法] 未固定遺体８体（男性４名女性４名、61 歳〜91 歳、平均 76.8 歳）








の引き抜き強度を SHIMADZU オートグラフ AG シリーズ万能試験機に椎体を設置
様式(8) 
し測定した。測定値に対する統計学的評価は Stat View version5.0 にて
Mann-Whitney U test を用いて行った。 
 [結果]  椎弓根外側に誤挿入後１mm 径を大きくして再挿入した際のスクリ
ューの引き抜き強度は同一椎体内反対側の正しく挿入されたスクリュー強度に
比べて 46.9%増加していた（通常挿入のスクリュー強度 701.0±91.2N に対して







いた（通常挿入のスクリュー強度 747.9±91.8N に対して内側誤挿入後１mm 径
を大きくし再挿入したスクリューの強度 876.9±90.1N）。  





ると強度は低下する（外側逸脱例 24%、内側逸脱例 20.6%の低下）が、1mm 径を
大きくして再挿入するとスクリュー強度は維持されることが明らかとなった。 
 


